
「土から体へ」薬草・漢方薬の長い旅
奈良には、薬草・漢方薬に関して脈々と続いてきた歴史がある

平成二十三年秋～平成二十四年冬 薬事日報社連載

1章 宇陀・阿騎野と薬猟（１） 宇陀市教育委員会文化財保存課 主幹 柳澤一宏

2章 宇陀・阿騎野と薬猟（２） 宇陀市教育委員会文化財保存課 主幹 柳澤一宏

3章 奈良県における生薬栽培復活への道筋 慶應義塾大学 教授 渡辺賢治

4章 森野賽郭の逸話 旧薬園の現状・今後の課題 森野旧薬園 森野燾子

5章 ｢天然痘｣根絶に尽くした久保耕庵、良平兄弟 宇陀市教育委員 瀨山和英

6章 宇陀から製薬企業の創業者を輩出 宇陀市教育委員会文化財保存課 主幹 柳澤一宏

7章 大願寺の薬草料理について 大願寺住職 高祖昭稔

8章 高取町の薬猟から１４００年 京都教育大学 名誉教授 和田萃

9章 大和高取藩植村城主の沿革と藩政 橿原市文化協会 会長 戸田守亮

10章 薬猟が始まって１４００年 壷阪寺と薬 壺阪寺住職 常磐勝範

11章 たかとりの「神農薬祖神祭」 奈良県製薬協同組合理事長 梶谷順久

12章 高取町における薬草栽培計画について 高取町薬業連合会長 中村善之

13章 古都奈良の新世紀植物機能を求めて 畿央大学大学院健康科学研究科教授 北田善三

14章 下市の薬園と薬種問屋の話 株式会社 前忠 代表取締役 前 忠兵衛

15章 万葉の楽園プロジェクト～大和シャクヤクの復活を目指して～ 万葉の楽園協議会 代表 山辺元康

16章 漢方薬と中薬と生薬製剤 日本生薬連合会技術参与 嶋田康男

奈 良 県


































